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第 3表 糞尿処理と硝酸態窒素含有率

処 理 区 分

品 種 名

1  番  刈 2  番  刈

葉 茎 葉 茎

乾 物 生体物 乾  物 生体物 乾 物 生体物 乾  物 生体物

標

準

区

セ ン ダ チ ■

N  K     326 ●
パ ィ ォ ニ ア 988・

フオレージア′イ プリフト

ス イ ー ト ツ ルゴー

0146

0172
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0111

0152

0026

0027

0016
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00`8

0098
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11084

0117

024`
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02,3
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0268

0036

0075

0040

0049

005'
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1 114
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1579

0040
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少
´
量

区

チ
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Ｋ

ｔ
　
Ｎ
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0221

0221

0154
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0034
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11027
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0850

1 192

0743
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0155
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0118
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11317
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005,
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1 003

1205
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0781
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中

量

区

セ ン グ チ

N  K    526

パ イ ォ ニ ア 988
フオレージア′イ プリット

ス ィ ー ト ツ ル ゴー
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α252

0138

0140
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11024
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ll 178
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0056
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0o39

0047

1 160

1235
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13フ9

1020

0148

0141

0151

0157

0138

多

量

区

セ ン ダ チ

N  K    326
パ イ ォ ニ ア 988
フオレージアハイプリゥト

ス イ ー トツ ルゴー

0217

0221

0121

0105

0164

0039

0037

0022

0015

0028

0641

096ア

0778

1 12,

0777

0114

0161

0155

0162

0 135

0357

α

“

5

0356

0493
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00“

0055

0046

■046

■592

1341

1630

1 079

0 141
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0155

0186

0171

4 ま  と  め

両作物共に播種期が一般慣行よりも大幅に遅れたた

めに生育相がちがうことと,ま た本試験に着手した初

年 目の成績であるため,確定的なことを述べるのを差
し控えたいが本試験の結果では,生草収量は牛ふん尿
の施用量の増によって青刈 トウモロコンは減収の傾向

を示 し,ソ ルガムは逆に増収の傾向を示 したが有意の

差ではなかった。これは標準区,少量区の施用量で品

種本来の収量 を得るのに十分なためであろうと思われ

る。 したがって生育収量からみた牛ふん尿の土襲還元

に適した施用量は,少量区のア5t/10a/年 間前後と

思われる。

硝酸態窒素の合有率については,各品種 (青ヌ1ト ウ

モロコン, ソルガム )共 に処理による一定の傾向はみ

られなかった。

なお,本試食は継続中である。

牧草に対する散水かんがいの効果

明・福士  郁夫・今   孝三
(秋田県畜産試験場 )

梶原

1ま え が き
関す る基礎的事項に関 して,問題の解明と技術的な基

準 を図るものである。このため当場においては,イ ネ

科 5種 混播草地に対するかんがいの効果,な らびに主牧草を対象作物として,畑地かんがいの計画諸元に
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要草種 (単播 )の かんがい効果の草種間差異などを明

らかにすると共に,土壌―水一牧草収量 との関係につ

いて解析 し,牧 草生産に対する基礎資料を得ようとした。

2試 験 方 法

昭和47年
'月
に造成 したイネ科 3種混播草地 (0。 ,

PRC,TF)に スプリンタラーで散水かんがい した。
かん水量の差にょり,基準区,基準区の%の 水量をか

ん水する%区 ,同 じく%区 ,追 肥直後にかん水す る追
肥後区および無かん水の対照区の 5処理区を設定 した

(か ん水効果試験 )。 また,00,PRC,TF, RCC,
Tェ ,RoL,LcLの 単播草地をも造成 し,基 準区と対

照区と対照区とで比較検討 した (かん水道正試験 )。

第 1表  かん水諸元値

この散水量が無駄なく土中に吸収されるかどうか検

討 したのが第 1図のインテークレイトの測定である。

シリンダー法で測定 し,両対数グラフの横軸に経過
時間,縦軸に積算浸入量をとって各経過時間ごとの積

基準区の10“の土層のテンションメータが pr 28を

しめした時,基準区は 411翅 かん水すればよいこと
になる。かん水効果試験区は各区とも14"X14"の 回
場を用い,ス プリンタラーは 4本使用 している。ここ

で決定 した散水量を時間および重量 (つ でしめしたの

が第 2表である。

第 2表 効果試験の散水量および散水時間

本報告では,かん水諸元調査 (理論的 1回 のかん水
畳, p「 ―水分曲線,散水分布,イ ンテークレイ ト,
pFの 動きなど )お よび牧草収量調査 (生草,風乾物 ,

品質および栄養価など)を 中心に検討 した。

3試 験 結 果

かん水にあた り,用水量の算定を実施した。理論的
1回 のかんがい水量 (TR AM)は ,24時間容水量(「 0)

から生長阻害水分点 (M工 )を 差し引いた値, す な わ

ち,生長有効水分量 (AM)と ,土壌水分調査から土襲
の水分消費割合 (SM EP)と から求められ 4■ 1蒻 と算

出した (第 1表 )。

算浸入量 をプロゥトすれば,各点はほぼ直線上 IンDる。
インテータレイトは,工‐25754T~02L算 出され,
ベインックインテータレイトは, 67‐ で散 水強度

(“/hr)は 22諄と算出され需給のパランスはとれた。
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第 1図  イ ンテークレイ トの測定
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以上の様な諸元値から,基準区の10"の テンション

メータが ,「 28に なった時かん水を実施 した。 48年

～49年 のかん水の実績は第 5表のとお りである。48年

については,諸元調査が明確でなか ったので基準区25

第 5表 かん水実績

第 4表 生 草 収 量

48年 の 1番刈りは,かん水をまだ実施 していないの

で各区 5点合計25点の坪刈りの収量の平均値で示した。

年間合計収量で48年 ,49年各処理区で差が生している。

48年 については造威翌年ということで水の要因以外の

因子が影響していると考えられる。48年同様49年にお

いても%かん水区が高い傾向をしめしてい る。また,

かん水量と牧草の品質については,各区 ともほぼ同 じ

値をしめしているが,D OP含 量においては,追肥後区

が高い値をしめ した。

生草収量,風乾物収量,DOP収量,お よび T,N収

量について,対 照区を100と した時の 割 合は第 5表の

鳴 %区 15,鳴 %区および追肥後区
`伽

堕とした。

かん水効果試験ならびに適正試験区とも年間 4回刈

りをし,かん水効果試験区における生草収量は次のと

お りであった (第 4表 )。

|口 )

(″ 10a)

とお りである。

かん水効果試験 における各処理区は対照区に比 し増

収 した。道正試験区においては,各 刈 り取 りごとの増

減のパ ランスが大 きく,ペ レニアルライ グラス, リー

ドキャナ リーグラス,オ ーチャー ドグラス,ラ ジノク

ローパが増収 した。 しかし, リー ドキ ャナ リーグラス,

オーチャー ドグラスをのぞいては雑草の混入が著 しく

明確な判定までは至 らなか った。

かん水時点 と草高 と言 う問題は今後検討 しなければ

な らないが,長草型草種 にある程度の増収が期待され

た。
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274

137
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適 正 1 基 =z 411 822

¨ 已 1 2 5 合 計

対 照 区
48 年

49年

4,855

1010

1,850

お 2

1.250

1420

1.230

650

6165

ζア95

基 準 区
48年

49年

1,855

1.400
`.200
989

1.430

1520

1,130

1.0,0

5,595

4.,99

% 区
48年

4,年

1835

,,285

1640

1200

1358

1540

1.170

870

5."5

4,895

% 区
48年

49年

1,855

1150

1,620

1,`70

1.560

1440

1320

,04

る.355

5,164

追肥後区
48年

49年

1,835

1.090

1520

'78

1.270

1,600

1.220

690

5,845

4,358



-14o― 東 北 農 業 研 究  第 18号 (1976)

第 5表 年間収量の対照区を100と した時の割合

量 43年 49年
生  草 風乾物 DCP TDN 生  草 風乾物 DCP TDN

かん水

効 果

区

区

区

区後

準

肥

基

％

％

追

91

,7

103

95

,4

94

103

%

101

94

101

9`

92

95

102

96

152

12,

136

115

111

116

109

105

123

155

126

155

114

117

116

107

かん水

道 正

オ ー チ ャ ー ド

ペ レ ニ ア ル

トー ル フ ェス タ

リー ドキ ャナ リー

チ  モ  シ  ー

赤 ク ロ ー パ

ラ ジ ノ タ ローパ

89

105

104

168

69

,9

89

92

100

115

174

80

101

,4

101

150

106

121

87

71

147

108

145

101

110

,2

ア3

455

草地における土壊改良資材としてのてんろ石灰の肥効

広 田 千 秋 。野 村 忠 弘

(青森県畜産試験場 )

で,その結果の概要を報告する。

2試 験 方 法

1 供試資材
(1)て んろ石灰 (第 1表 )

(2)炭 カル

(31 珪 ヵル

Fe2Ot Cao

45～53 2-6 600-9oO ppul

の播種量は単播 と同量である。試験区の構成 を第 2表

に示 した。

注.珪 カル区lt
参考区とし
て混播のみ
設けた。

1ま え が き

てんろ石灰は鉄の精錬の際に副産される鉱津を粉砕

したもので,土壊改良資材として有効な成分を含んで
いるが,そ の肥効は明らかでない。そこで,草地造成
時における土壊改良資材としてのてんろ石灰の1巴効を

炭カル及び珪 カルと3カ 年にわたって比較検討したの

第 1表  てんろ石灰の成分割合

成 分 含 有 量(10
PzOr S lq
15～30   12～ 20

2 試験区の構成
供試車地は 0・ 。単播 ,L・ ●単播,滉播とし46年 9
月15日に 0・ 020, L・ O l1 5k7/10aを播種 した。混播

第 2表 試験区の構成
区 名 改 良資 材 施 用 量 備 考

無 区 o(7の/10a) 。中量区は緩衝曲線法によるpE`5
嬌正量を基準とし,ァ ルカリ度換
算にて施用量を算出した。
O改良深度10"
。面積及び区制, 1区 4″ ,3反復
乱塊法配置

炭カル
1寛

`

∞

∞

ｍ

少
中
多

ろ
灰
んて
石

350
700
14n0

夕
中
多

リ

ー
カ珪 ｍ

輌
鰤


